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２
「
人
間
性
に
つ
い
て
」

平
田
淑
樹（
信
太
ゼ
ミ
）

３
「
現
代
の
実
存
的
態
度
」

千
葉
実（
草
薙
ゼ
ミ
）

４
「
教
育
行
政
機
関
」

飯
塚
修
正・佐
藤
国
男（
長
井
ゼ
ミ
）

７
月
　
第
一
回
学
生
研
究
会

Ｇ・Ｄ・Ｈ・コ
ー
ル
著・福
田
実
訳『
世
界
社
会
主
義
へ
の

よ
び
か
け
』を
テ
キ
ス
ト
に
福
田
教
授
の
解
説
と
討
論

10
月
　
第
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
学
生
と
読
書
」

札
本
弘
二（
山
本
ゼ
ミ
）

江
頭
輝
雄（
須
藤
ゼ
ミ
）

11
月
　
第
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
産
業
と
教
育
」

石
倉
司
郎・曽
我
部
作
吉

佐
藤
文
平（
長
井
ゼ
ミ
）

第
二
回
学
生
研
究
会

山
本
論
文「
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
播
と
近
代
日
本
」

責
任
者

落
　
合
　
重
　
人

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル「
反
復
」

責
任
者

平
　
田
　
淑
　
樹

ジ
ュ
ー
ル・ロマ
ン「
ク
ノ
ッ
ク
」
責
任
者

札
　
本
　
弘
　
二

○
一
九
六
〇
（
昭
和
35
）
年

１
月
　
第
五
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
太
宰
治
に
お
け
る
劣
等
意
識
の
問
題
」

江
頭
輝
雄（
須
藤
ゼ
ミ
）

札
本
弘
二（
山
本
ゼ
ミ
）

４
月
　
第
六
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
学
生
生
活
の
も
た
ら
す
も
の
」

吉
沢
五
郎（
山
本
ゼ
ミ
）

○
一
九
五
七
（
昭
和
32
）
年

９
月
　
人
文
学
会
学
生
研
究
会
生
る
。

10
月
　
人
文
学
会
学
生
研
究
結
成
記
念
講
演
会

第
一
回
　
米
文
学
の
実
存
的
性
格

福
　
田
　
　
　
実

第
二
回
　
日
本
古
代
美
術
に
つ
い
て

草
　
薙
　
正
　
夫

11
月
　
人
文
学
会
学
生
研
究
会
・
山
本
ゼ
ミ
共
催
・
人
文
学
会
後
援

「
日
本
文
学
の
動
向
」

佐
古
純
一
郎

○
一
九
五
八
（
昭
和
33
）
年

12
月
　
人
文
学
会
学
生
研
究
会
第
一
回
総
会
に
て

規
約
・
役
員
を
決
定
し
、
読
書
会
・
研
究

発
表
会
・
討
論
会
を
企
画
。

○
一
九
五
九
（
昭
和
34
）
年

１
月
　
山
本
ゼ
ミ
主
催
・
人
文
学
会
後
援

「
キ
リ
ス
ト
教
と
現
代
文
明
」

椎
　
名
　
麟
　
三

１
月
　
人
文
学
会
学
生
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
一
回
１
月
「
人
間
関
係
」

（
山
本
ゼ
ミ
担
当
）

第
二
回
４
月
「
人
間
の
条
件
」

（
信
太
ゼ
ミ
担
当
）

６
月
　
第
一
回
ゼ
ミ
連
合
研
究
発
表
会
人
文
系

１
「
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ヤ
」

飯
田
雅
典
・
落
合
重
人

高
橋
欣
二（
山
本
ゼ
ミ
）



信
太
論
文「
喪
失
群
像
―
其
の
二〝
白
痴
〞」の

読
書
討
論
会

10
月
　
福
田
ゼ
ミ
主
催
・
人
文
会
報
後
援
時
事
講
演
会

「
国
際
情
勢
の
分
析
」
東
京
新
聞
社
外
報
部
次
長

鈴
　
木
　
定
　
男

第
一
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
現
代
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」

（
信
太
ゼ
ミ
担
当
）

第
一
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
現
代
青
年
の
理
悪
」

（
福
田
ゼ
ミ
担
当
）

11
月
　
創
立
記
念
大
学
祭
参
加
映
画
会
と
作
品
説
明

大
島
渚
監
督「
愛
と
希
望
の
町
」

渡
　
辺
　
　
　
尚

12
月
　
世
代
第
二
号
発
行

第
一
五
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
戦
後
史
研
究
の
諸
問
題
」

林
エ
ツ
子（
山
田
ゼ
ミ
）

第
一
六
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」

姫
野
竜
蔵（
山
本
ゼ
ミ
）

山
本
ゼ
ミ
主
催
講
演
会

「
賭
と
哲
学
」

早
稲
田
大
学
教
授

杉
浪
信
三
郎

○
一
九
六
二
（
昭
和
37
）
年

５
月
　
第
一
七
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
現
代
社
会
と
学
生
生
活
」

須
藤
ゼ
ミ
担
当

６
月
　
長
井
論
文「
文
化
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
教
育
」

を
め
ぐ
っ
て
討
論
研
究
会

人
文
学
会
学
生
部
会
主
催
講
演
会

大
森
公
一（
信
太
ゼ
ミ
）

５
月
　
第
七
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
伝
統
と
変
革
」

草
薙・信
太
ゼ
ミ
合
同

６
月
　
人
文
学
会
学
生
部
会
に
改
組
し
て
発
足

第
一
回
学
生
部
会
総
会
山
本
教
授
あ
い
さ
つ

会
則
改
正

第
八
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
戦
争
へ
の
不
安
」

山
本
ゼ
ミ
担
当

10
月
　
第
九
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ニ
グ
ロ
問
題
」

谷
・
山
崎

進（
福
田
ゼ
ミ
）担
当

11
月
　
大
学
記
念
祭
参
加
人
文
系
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
究
発
表
会

12
月
　
第
一
〇
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
農
村
と
政
治
意
識
」

吉
田・村
上（
山
田
ゼ
ミ
）

○
一
九
六
一
（
昭
和
36
）
年

２
月
　
世
代
創
刊
号
発
行

５
月
　
第
一
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
現
代
道
徳
の
問
題
」

福
島
隆
男・小
倉
輝
明（
須
藤
ゼ
ミ
）

第
一
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
西
洋
模
倣
へ
の
反
省
」

志
賀
剛（
山
本
ゼ
ミ
）

人
文
学
会
学
生
研
究
会・国
際
問
題
研
究
所
共
催
講
演
会

「
世
界
平
和
と
国
際
理
解
」

山
　
政
　
道

６
月
　
第
三
回
学
生
研
究
会
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人
文
会
報
第
二
号
発
行

第
二
十
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
東
南
ア
ジ
ア
問
題
と
そ
の
展
望
」

福
田
ゼ
ミ
担
当

山
本
ゼ
ミ
主
催
講
演
会

「
戦
争
思
想
史
の
問
題
点
」

玉
　
城
　
　
　
素

○
一
九
六
四
（
昭
和
39
）
年

４
月
　
人
文
会
報
第
三
号
発
行

５
月
　
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
著『
世
界
史
と
経
済
史
』

翻
訳
出
版
記
念
講
演
会

「
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
に
つ
い
て
」

信
　
太
　
正
　
三

「
終
末
論
と
革
命
論
」

山
　
本
　
　
　
新

６
月
「
今
日
の
問
題
―
―
進
歩
と
疎
外
」

古
　
田
　
　
　
光

第
二
十
五
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
今
日
の
課
題
―
―
戦
争
論
」

山
本
ゼ
ミ
担
当

11
月
　
第
二
十
六
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
福
祉
国
家
」

山
本
ゼ
ミ
担
当

12
月
　
人
文
会
報
第
四
号
発
行

世
代
第
五
号
発
行

○
一
九
六
五
（
昭
和
40
）
年

５
月
　
人
文
会
報
第
五
号
発
行

相
原
ゼ
ミ
主
催
講
演
会

「
黒
沢
明
論
」

津
　
村
　
秀
　
夫

６
月
「
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
性
」

橋
　
川
　
文
　
三

「
憲
法
改
訂
の
問
題
点
」
法
政
大
学
教
授

吉
　
川
　
経
　
夫

６
月
　
第
一
八
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
実
存
主
義
と
道
徳
」

信
太
ゼ
ミ
担
当

10
月
　
人
文
系
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
統
一
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

11
月
　
大
学
創
立
記
念
大
学
祭
参
加
討
論
会（
第
十
九
回
）

「
大
学
の
自
由
」

人
文
系
ゼ
ミ

12
月
　
世
代
第
三
号
発
行

○
一
九
六
三
（
昭
和
38
）
年

５
月
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
帰
っ
て
」

草
　
薙
　
正
　
夫

第
二
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
農
村
人
口
の
変
動
に
つ
い
て
」

山
田
ゼ
ミ
担
当

６
月
　
人
文
学
会
第
一
号
発
行

第
二
十
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
自
由
に
つ
い
て
」

須
藤
ゼ
ミ
担
当

６
月
　
第
二
十
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
教
育
と
経
済
発
展
」

長
井
ゼ
ミ
担
当

７
月
「
日
本
資
本
主
義
の
変
貌
」

長
　
州
　
一
　
二

10
月
　
第
二
十
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
合
宿
反
省
会
」

人
文
系
ゼ
ミ

11
月
　
人
文
系
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
究
医
発
表
会

「
ス
パ
ル
タ
の
女
性
」

山
　
本
　
　
　
新

「
家
庭
論
争
と
末
流
」

大
　
熊
　
信
　
行

12
月
　
世
代
第
四
号
発
行
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第
三
十
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
を
考
え
る
」

山
本
ゼ
ミ
担
当

10
月
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」

三
　
宅
　
正
　
樹

「
読
書
の
喜
び
」

山
　
本
　
　
　
新

「
学
生
と
恋
愛
」

福
　
田
　
　
　
実

「
人
間
疎
外
の
理
論
と
現
実
」

城

登

第
三
十
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
期
待
さ
れ
る
人
間
像
」

長
井
ゼ
ミ
担
当

人
文
会
報
第
九
号
発
行

イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

長
井
ゼ
ミ・山
本
ゼ
ミ
参
加

11
月
「
電
子
計
算
機
の
現
状
と
将
来
」

大
河
内
正
陽

大
学
祭
参
加
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
第
三
十
三
回
）

「
教
育
は
平
和
の
た
め
に
何
を
な
し
得
る
か
」
長
井
ゼ
ミ
担
当

「
善
の
研
究
」

信
太
ゼ
ミ
担
当

「
毛
沢
東
と
文
化
大
革
命
」

山
本
ゼ
ミ
担
当

イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

人
文
系
ゼ
ミ
参
加

全
国
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

山
本
ゼ
ミ
参
加

12
月
「
漱
石
の
自
然
観
」

中
村
雄
二
郎

横
浜
四
大
学
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
産
業
化
と
社
会
変
動
」

山
田
ゼ
ミ
担
当

１
月
　
世
代
第
七
号
発
行

○
一
九
六
七
（
昭
和
42
）
年

４
月
　
人
文
会
報
第
十
号
発
行

第
二
十
七
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
戦
後
二
十
年
と
明
治
百
年
」

山
本
ゼ
ミ
担
当

10
月
「
産
業
社
会
に
お
け
る
人
間
疎
外
」

武
　
藤
　
光
　
朗

第
二
十
八
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
超
国
家
主
義
の
思
想
と
問
題
性
」

山
本
ゼ
ミ
担
当

「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
問
題
性
」

長
井
ゼ
ミ
担
当

「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
特
長
」

安
井
ゼ
ミ
担
当

10
月
「
実
用
英
語
の
習
得
方
法
」

ト
ミ
ー
・
植
松

11
月
　
第
二
十
九
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
現
代
日
本
に
お
け
る
哲
学
の
意
義・使
命・課
題
」
信
太
ゼ
ミ・
草
薙
ゼ
ミ

高
山
ゼ
ミ

人
文
会
報
第
六
号
発
行

全
国
経
済
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
大
会

山
本
ゼ
ミ
参
加

第
三
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
サ
ル
ト
ル
に
つ
い
て
」

信
太
ゼ
ミ
担
当

「
大
江
健
三
郎
の
文
学
」
他

山
田
ゼ
ミ
担
当

12
月
　
イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

人
文
系
ゼ
ミ
参
加

世
代
第
六
号
発
行

○
一
九
六
六
（
昭
和
41
）
年

２
月
　
人
文
会
報
第
七
号
発
行

５
月
「
小
林
秀
雄
の
眼
」

平
　
田
　
満
　
男

６
月
　
人
文
会
報
第
八
号
発
行

「
中
国
の
近
代
化
」

竹
　
内
　
　
　
好
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「
民
族
問
題
と
階
級
問
題
」

玉
　
城
　
　
　
素

「
明
治
百
年
と
日
朝
問
題
」

呉
　
　
　
林
　
俊

10
月
　
山
本
ゼ
ミ
主
催
講
演
会

「
革
新
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
何
か
」

高
　
島
　
義
　
哉

11
月
　
二
部
学
会
部
会
設
立

イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

人
文
系
ゼ
ミ
参
加

「
オ
ル
テ
ガ
に
お
け
る
大
学
使
命
論
」

Ａ
・
マ
タ
イ
ス

人
文
会
報
第
十
五
号
発
行

12
月
「
現
代
社
会
に
お
け
る
秩
序
と
反
秩
序
」
神
　
川
　
正
　
彦

１
月
　
世
代
第
九
号
発
行

○
一
九
六
九
（
昭
和
44
）
年

４
月
　
人
文
会
報
第
十
六
号
発
行

○
一
九
七
〇
（
昭
和
45
）
年

１
月
　
人
文
会
報
第
十
七
号
発
行

11
月
　
人
文
会
報
第
十
八
号
発
行

12
月
　
人
文
会
報
第
十
九
号
発
行

○
一
九
七
一
（
昭
和
46
）
年

６
月
　
世
代
第
十
号
発
行

「
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
人
」

田
　
中
　
　
　
宏

７
月
「
日
本
浪
漫
派
」

川
　
村
　
二
　
郎

11
月
　
人
文
会
報
第
二
十
号
発
行

○
一
九
七
二
（
昭
和
47
）
年

10
月
　
自
主
講
座「
朝
鮮
論
」と
共
催
に
よ
る
講
演
会

５
月
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
現
代
」

飯
　
田
　
耕
　
作

「
青
春
の
文
学
」

平
　
田
　
満
　
男

６
月
　
人
文
会
報
第
十
一
号
発
行

「
戦
後
社
会
の
出
発
点
」

山
　
田
　
　
　
操

「
明
治
思
想
史
の
方
法
論
」

宮
　
島
　
　
　
肇

「
実
存
哲
学
の
意
義
に
つ
い
て
」

草
　
薙
　
正
　
夫

「
サ
ル
ト
ル
と
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
」

市
　
倉
　
宏
　
祐

10
月
「
明
治
思
想
の
一
側
面
」

石
　
田
　
　
　
雄

11
月
　
大
学
祭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
第
三
十
四
回
）

人
文
系
ゼ
ミ
参
加

「
現
代
文
学
の
状
況
」

久
保
田
正
文

「
大
学
論
」

村
　
井
　
　
　
実

人
文
会
報
第
十
二
号
発
行

第
三
十
五
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
転
期
に
立
つ
教
育
」

長
井
ゼ
ミ
担
当

イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

人
文
系
ゼ
ミ
参
加

「
比
較
文
化
に
つ
い
て
」

増
　
田
　
義
　
郎

12
月
　
第
三
十
六
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
漱
石
の
世
界
」

神
川
ゼ
ミ
担
当

１
月
　
世
代
第
八
号
発
行

○
一
九
六
八
（
昭
和
43
）
年

４
月
　
人
文
会
報
第
十
三
号
発
行

６
月
　
人
文
会
報
第
十
四
号
発
行

「
明
治
百
年
と
教
科
書
裁
判
」

徳
　
永
　
敏
　
夫
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人
文
会
報
第
二
十
六
号
発
行

「
同
族
意
識
と
敵
対
意
識
」

定
形
日
佐
男

「
共
産
主
義
と
は
な
に
か
」

中
　
西
　
　
　
治

学
内
ゼ
ミ

11
月
　
読
書
会
（
実
存
主
義
）

12
月
　
六
角
橋
A
邸
に
て
合
宿

「
権
力
と
モ
ラ
ル
」
を
も
と
に
討
論

○
一
九
七
五
（
昭
和
50
）
年

５
月
　
教
授
会
と
懇
親
会

「
人
文
部
会
の
あ
り
方
」

「
学
生
部
会
の
活
動
の
す
す
め
方
」

６
月
「
現
代
文
明
の
危
機
と
イ
ン
ド
農
村
」

中
　
村
　
尚
　
司

「
黒
人
文
化
に
つ
い
て
」

相
　
沢
　
史
　
郎

人
文
会
報
第
二
十
七
号
発
行

９
月
　
世
代
第
十
三
号
発
行

11
月
　
イ
ン
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

12
月
　
人
文
会
報
第
二
十
八
号
発
行

○
一
九
七
七
（
昭
和
52
）
年

６
月
　
世
代
第
十
四
号
発
行

イ
ン
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

講
演
会

近
　
藤
　
芳
　
美

３
月
　
世
代
第
十
五
号
発
行

○
一
九
七
八
（
昭
和
53
）
年

「
問
わ
れ
る
日
本
」

神
　
川
　
正
　
彦

11
月
　
人
文
会
報
第
二
十
一
号
発
行

12
月
　
人
文
会
報
第
二
十
二
号
発
行

講
演
会
な
ら
び
に
第
三
十
七
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
自
主
講
座「
朝
鮮
論
」と
共
催
）
呉
　
　
　
林
　
俊

「
近
代
日
本
に
お
け
る
日
本
と
朝
鮮
」

里
見
実・梶
村
秀
樹

○
一
九
七
三
（
昭
和
48
）
年

４
月
　
学
生
部
会
総
会

５
月
　
教
授
会
と
懇
親
会

世
代
第
十
一
号
発
行

６
月
　
人
文
会
報
第
二
十
三
号
発
行

11
月
「
封
建
制
解
体
期
に
お
け
る

民
衆
運
動
と
そ
の
思
想
」

青
木
美
智
男

「
西
欧
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
文
学
作
品
に

あ
ら
わ
れ
たPATIO

―
そ
の
抬
頭
と
動
揺
―
」

佐
々
木
茂
美

人
文
会
報
第
二
十
四
号
発
行

ゼ
ミ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

○
一
九
七
四
（
昭
和
49
）
年

５
月
　
教
授
会
と
懇
親
会

「
人
文
学
生
部
会
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て

６
月
　
人
文
会
報
第
二
十
五
号
発
行

世
代
第
十
二
号
発
行

10
月
　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
代
表
総
会
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○
一
九
八
〇
（
昭
和
55
）
年

５
月
　
第
２
回
ゼ
ミ
総
会

教
授
会
と
懇
親
会

新
入
生
歓
迎
講
演
会

「
言
語
と
民
族
心
理
」

伊
　
藤
　
克
　
敏

６
月
　
第
３
回
ゼ
ミ
総
会

10
月
　
イ
ン
ゼ
ミ
大
会
開
催

第
４
回
ゼ
ミ
総
会

11
月
　
第
１
回
人
文
系
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

「
英
国
の
教
育
シ
ス
テ
ム
」

ウ
エ
ス
ト

人
文
系
合
同
ゼ
ミ
説
明
会

第
５
回
ゼ
ミ
総
会

３
月
　
世
代
第
十
八
号
発
行

○
一
九
八
一
（
昭
和
56
）
年

５
月
　
新
入
生
歓
迎
講
演
会

「
外
国
語
の
取
り
入
れ
法
に
つ
い
て
」

高
　
野
　
繋
　
男

６
月
「
ロ
シ
ア
人
の
心
・
日
本
人
の
心
」

中
　
本
　
信
　
幸

教
授
部
会
と
の
懇
親
会

７
月
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
）

10
月
　
イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

イ
ン
ゼ
ミ
大
会
記
念
講
演
会

「
フ
ラ
ン
ス
の
学
生
生
活
」

倉
　
田
　
　
　
清

６
月
　
新
入
生
歓
迎
講
演
会

「
ア
メ
リ
カ
の
学
生
生
活
」

キ
ャ
サ
リ
ン
・
Ｊ
・

コ
ス
タ
ー
女
史

人
文
会
報
第
三
十
三
号
発
行

講
演
会

「
文
化
活
動
と
し
て
の
横
浜
市
長
選
」

朝
　
倉
　
　
　
了

10
月
　
イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

「
フ
ラ
ン
ス
の
学
生
生
活
」

倉
　
田
　
　
　
清

11
月
　
人
文
系
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
合
同
説
明
会
主
催

12
月
　
人
文
会
報
第
三
十
四
号
発
行

３
月
　
世
代
十
六
号
発
行

○
一
九
七
九
（
昭
和
54
）
年

５
月
　
新
入
生
歓
迎
講
演
会

「
学
問
へ
の
道
」

工
　
藤
　
喜
　
作

座
談
会

「
大
学
生
活
の
理
想
と
現
実
」

教
授
会
と
懇
親
会

６
月
　
人
文
会
報
第
三
十
五
号
発
行

「
ア
メ
リ
カ
の
学
生
生
活
」

Ｄ
・
Ｗ
ヘ
イ
マ
ン

11
月
　
特
別
講
演
会

「
同
時
代
の
感
想
」

五
　
木
　
寛
　
之

12
月
　
人
文
会
報
第
三
十
六
号
発
行

３
月
　
世
代
十
七
号
発
行
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11
月
　
秋
期
特
別
講
演
会

「
私
と
日
本
文
学
」

キ
ム
・
チ
ョ
ン
・
レ
ー
ホ
ー

12
月
　
講
演
会

伊
　
藤
　
克
　
敏

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
）

３
月
　
世
代
第
十
九
号
発
行

○
一
九
八
二
（
昭
和
57
）
年

４
月
　
新
入
生
歓
迎
講
演
会

「
現
代
ア
メ
リ
カ
文
学
の
動
向
」

日
本
翻
訳
家
協
会
理
事
長

大
　
竹
　
　
　
勝

５
月
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
）

６
月
　
人
文
会
報
第
四
十
一
号
発
行

７
月
　
教
授
部
会
と
の
懇
談
会

10
月
　
人
文
系
イ
ン
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

11
月
　
人
文
系
合
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
説
明
会

帰
国
記
念
講
演
会

「RealA
m
erica

―
在
学
研
究
員
に

よ
る
日
本
米
比
較
考
察
」
小
　
池
　
栄
　
一

12
月
　
人
文
会
報
第
四
十
二
号
発
行

世
代
第
二
十
号
発
行

○
一
九
八
三
（
昭
和
58
）
年

５
月
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
）

６
月
　
人
文
会
報
第
四
十
三
号
発
行

教
授
部
会
と
の
懇
談
会

10
月
　
イ
ン
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

11
月
　
合
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
説
明
会

人
文
会
報
第
四
十
四
号
発
行

12
月
　
合
同
公
開
イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
講
演
会
・
討
論
会

講
　
師
和
崎
春
日
・
中
本
信
幸

倉
田
清
・
青
木
康
征

３
月
　
世
代
第
二
十
一
号
発
行

○
一
九
八
四
（
昭
和
59
）
年

６
月
　
人
文
会
報
第
四
十
五
号
発
行

７
月
　
教
授
部
会
と
の
懇
談
会

「
地
域
と
人
間
形
成
」

黒
　
沢
　
惟
　
昭

「
現
代
日
本
を
い
か
に
生
く
べ
き
か
」

森
　
下
　
直
　
貴

10
月
　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
合
同
説
明
会

11
月
　
イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

「
日
米
比
較
文
化
」

ジ
ョ
ン
・
ボ
チ
ャ
ラ
リ

１
月
　
人
文
会
報
第
四
十
六
号
発
行

３
月
　
世
代
二
十
二
号
発
行

○
一
九
八
五
（
昭
和
60
）
年

５
月
　
教
授
部
会
と
の
懇
談
会

７
月
　
人
文
会
報
第
四
十
七
号
発
行

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
合
同
説
明
会

11
月
　
人
文
系
イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

教
授
部
会
と
の
懇
談
会
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講
演
会

吉
　
岡
　
　
　
忍
　

３
月
　
世
代
第
二
十
九
号
発
行

○
一
九
九
二
（
平
成
４
）
年

６
月
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

７
月
　
ゼ
ミ
紹
介

11
月
　
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
　
ハ
マ
ボ
ー
ル
に
て

12
月
　
イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

講
演
会

ユ
ー
リ
ー
海
老
原

○
一
九
九
三
（
平
成
５
）
年

４
月
　
世
代
第
三
十
号
発
行

６
月
　
卓
球
大
会

10
月
　
ゼ
ミ
幹
合
宿

第
一
回
懸
賞
論
文
大
会

11
月
　
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
大
会

12
月
　
講
演
会

島
　
田
　
雅
　
彦

３
月
　
世
代
第
二
十
三
号
発
行

○
一
九
八
七
（
昭
和
62
）
年

６
月
　
世
代
第
二
十
四
号
発
行

○
一
九
八
八
（
昭
和
63
）
年

６
月
　
世
代
第
二
十
五
号
発
行

11
月
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

合
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
説
明
会

イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

○
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年

４
月
　
世
代
第
二
十
六
号
発
行

３
月
　
世
代
第
二
十
七
号
発
行

○
一
九
九
〇
（
平
成
２
）
年

７
月
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

10
月
　
イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
合
同
説
明
会

12
月
　
講
演
会

「
舞
台
裏
雑
感
」

渡
　
辺
　
え
り
こ

３
月
　
世
代
第
二
十
八
号
発
行

○
一
九
九
一
（
平
成
３
）
年

前
期
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
）

後
期
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
）

合
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
説
明
会

イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
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ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
）

10
月
　
第
３
回
懸
賞
論
文
大
会

11
月
　
第
２
回
弁
論
大
会

イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

12
月
　
講
演
会

山
形
弁
研
究
家

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル

３
月
　
世
代
第
三
十
三
号
発
行

○
一
九
九
六
（
平
成
８
）
年

イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

３
月
　
世
代
第
三
十
一
号
発
行

○
一
九
九
四
（
平
成
６
）
年

６
月
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
卓
球
大
会
）

10
月
　
ゼ
ミ
幹
事
合
宿

第
二
回
懸
賞
論
文
大
会

11
月
　
講
演
会

「
〜
私
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
〜
」

（
J
リ
ー
グ
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
チ
ー
ム
の

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）
奥
　
寺
　
康
　
彦

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
大
会
）

第
１
回
弁
論
大
会

12
月
　
イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

３
月
　
世
代
第
三
十
二
号
発
行

○
一
九
九
五
（
平
成
７
）
年

６
月
　
ゼ
ミ
幹
事
懇
親
会
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ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
）

10
月
　
第
５
回
懸
賞
論
文
大
会

12
月
　
〜
文
化
の
顔
は
、
国
の
顔
〜
　

一
記
者
の
取
材
ノ
ー
ト
か
ら

神
奈
川
新
聞
社
文
化
部
副
部
長
・
論
説
委
員
会

片
　
山
　
　
　
薫

３
月
　
世
代
第
三
十
五
号
発
行

○
一
九
九
八
（
平
成
10
）
年

６
月
　
ゼ
ミ
幹
事
懇
親
会

10
月
　
第
６
回
懸
賞
論
文
大
会

12
月
　
手
話
人
形
劇
団
（
大
講
堂
に
て
）

「
デ
フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
・
ひ
と
み
」

に
よ
る
「
カ
ガ
ミ
マ
ル
」

―
全
国
ツ
ア
ー
神
大
公
演

３
月
　
世
代
三
十
六
号
発
行

○
一
九
九
九
（
平
成
11
）
年

６
月
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
）

10
月
　
第
７
回
　
懸
賞
論
文
大
会

６
月
　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
幹
事
懇
親
会

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
）

10
月
　
講
演
会
（
セ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
に
て
）

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

佐
藤
　
和
弘
（
パ
ン
チ
佐
藤
）

講
演
会
（
セ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
に
て
）

「
社
会
が
見
た
オ
ウ
ム
事
件
・

マ
ス
コ
ミ
報
道
の
、
自
由
と
限
界
、

政
治
と
検
察
」
河
　
上
　
和
　
雄

10
月
　
第
４
回
懸
賞
論
文
大
会

11
月
　
弁
論
大
会
（
セ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル

視
聴
覚
ホ
ー
ル
に
て
）

12
月
　
イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

３
月
　
世
代
第
三
十
四
号
発
行

○
一
九
九
七
（
平
成
９
）
年

６
月
　
ゼ
ミ
幹
事
懇
親
会
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講
演
会

横
浜
市
長
　
中
　
田
　
　
　
宏

３
月
　
世
代
第
三
十
七
号
発
行

○
二
〇
〇
〇
（
平
成
12
）
年

４
月
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
を
考
え
る
」

９
月
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
卓
球
大
会
）

10
月
　
第
８
回
懸
賞
論
文
大
会

１
月
　
懸
賞
論
文
大
会
映
像
部
門
上
映
会

懸
賞
論
文
大
会

３
月
　
世
代
第
三
十
八
号
発
行

○
二
〇
〇
一
（
平
成
13
）
年

10
月
　
第
９
回
懸
賞
論
文
大
会

３
月
　
世
代
第
三
十
九
号
発
行

○
二
〇
〇
二
（
平
成
14
）
年

10
月
　
第
10
回
懸
賞
論
文
大
会

人
文
学
会
学
生
部
会
説
明
会

11
月
「
〜
明
る
く
素
直
に
あ
た
た
か
く
〜
」

丹
波
　
　
哲
　
郎

12
月
　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
懇
親
会

（
横
浜
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
に
て
）

３
月
　
世
代
第
四
十
号
発
行
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